「その 方 は、 何故に 倒れた のか ご 

女 は その 理由 を 話した。 

「ここにい る 人間が 私の 襪を 齧んだ ためで ございま 

すご 

高い 所に いた 者 〔# 「者」 は 底本で は 「音 匕 は ひどく 

怒った。 

「その 者に 誅を 加える がよ かろう ご 

武士が 来て 柳 をつ かまえ 曳き 立てて いこうと した。 

高い 所に は 冠 服 をした 王者が 南に 面して 坐って いた。 

柳 は曳き 立てられながら いった。 

「洞 庭の 神様 は、 柳 姓であります が、 私 もまた 柳 姓で 



が 前に 列べ られ た。 王者が 柳に 何 かいおうと している 

ささ 

時、 一人の 使が 帳簿 を 持って来て 捧げた。 

「溺死者の 名簿が できました ご 

王者 は 問うた。 

「幾人 ある ご 

「 一 百 一 一十 八 人あります ご 

さけん 

「だれ を 差遣す るの かご 

「毛 将軍と 南 将軍の 二人で ございま すご 

柳 は その 前 を 退こうと した。 王者 は 黄金 十 斤と、 水 

かいほう 

晶の界 方 を くれた。 界 方と は 直線 を 引く に 用いる 定規 

ぶんちん 

で、 それで 文鎮 を かねる ものであった。 王者 はいった _ 



きれい 

それ は 十五、 六の 綺麗な 女であった。 女 は 一度お 辞儀 

ま < 

をす るかと 思う ともう 幃の 中へ 入って いった。 柳の 魂 

は 揺れ動いた。 

「私が 持って いる 物と、 こちらの 物と 似て おり ましよ 

うか ご 

そこで 双方が 界方を 出しあって 較べた。 その 長さ も 

色 合 も すこしも 違わない ものであった。 老婆 は 喜んで 

つ. くるま 

柳の 住所 を 問い、 女 を 後から 伴れ て ゆく から、 輿に 

乗って 早く 帰って 仕度 をして おけ、 そして 界方を 印に 

遺して おけと いった。 柳 は 界方を 遺して おくのが 不安 

である からすぐ 承知し なかった。 老婆 は 笑った。 
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